
仕 様 書 
 
１ 業務年度    

令和５年度 
 
２ 業 務 名       

令和５年度緊急消防援助隊近畿ブロック訓練会場設計業務 
 
３ 業務期間    

契約締結日から令和５年１１月６日まで 
 
４ 業務内容    

令和５年度緊急消防援助隊近畿ブロック合同訓練実行委員会（以下「委員会事務局」）が、令

和５年１１月３日、４日に実施する令和５年度緊急消防援助隊近畿ブロック訓練（以下「緊援

隊訓練」という。）に必要な図面及び資料の作成に係る下記の業務を実施する。 
図面及び資料については、委員会事務局員の指示を受け随時提出することとする。 
なお、提出資料は、令和５年７月に発注予定の緊援隊訓練各会場における会場設営及び倒壊

家屋等設置撤去業務の入札時の資料となる。 
（１）緊援隊訓練に係る全体工程表の作成 
（２）緊援隊訓練の各会場の位置図の作成 
  緊援隊訓練の各会場は以下のとおりとする。 

①実動訓練会場（予定） 
   緊急消防援助隊が実動訓練を実施する場所 
  ア 和歌山会場 和歌山市加太２３６２番１８ 和歌山県消防学校及びその周辺 
  イ 海南会場 海南市船尾２６０番地３０１ 関西電力株式会社海南火力発電所跡地  
  ウ 有田会場 有田市初島町浜１０００番地 ENEOS 株式会社和歌山製油所 
  エ 白浜会場 西牟婁郡白浜町才野１６２２番地１２５ 南紀白浜空港 
  オ 海上会場 マリーナシティもしくは片男波海水浴場 

②宿営訓練会場 
 緊急消防援助隊が宿営訓練を実施する場所 
ア 和歌山市内  
（ア）和歌山市梅原５８０番地 サンヨーホームズ株式会社所有地 
（イ）和歌山市森小手穂４９番地１ 和歌山市消防活動センター 
（ウ）和歌山市森小手穂２２７番地 海草振興局建設部 

  イ 紀の川市内 
    紀の川市西三谷９３０番地 近畿大学生物理工学部 
（３）緊援隊訓練各会場（以下「各会場」という。）の全体配置図の作成 
   （テント、机、イス、トイレ、看板、音響設備、倒壊家屋等訓練施設及び駐車場の配置等） 
（４）各会場に配置の物品数表の作成 
（５）各会場動線図の作成 
（６）倒壊家屋等訓練用施設詳細図及び施工図の作成 
   別図１から５の詳細図及び施工図を作成すること。 

施工図については、訓練を実施するうえでの安全性を担保すること。 
（７）概算見積書の作成 

（上記各会場全体配置図の設備、倒壊家屋等訓練用施設の設置及び撤去等） 
（８）打ち合わせに係る議事録の作成 
   （１）～（７）を作成するための打ち合わせ回数は、以下のとおりとする。 



    なお、各会場の実査は、必要に応じ別途対応すること 
和歌山県と概ね３回（倒壊家屋等訓練用施設等に関すること以外） 

    和歌山市消防局と概ね３回（倒壊家屋等訓練用施設等に関すること） 
    海南市消防本部と概ね３回（倒壊家屋等訓練用施設等に関すること） 
 
５ 業務場所    

設計業務に係る打ち合わせ場所は、以下のとおりとする。    
  ア 和歌山県庁南別館 和歌山市湊通丁北１丁目２－１ 
  イ 和歌山市消防局 和歌山市八番町１２番地 
  ウ 海南市消防本部 海南市日方１２９４番地１３ 
 
６ 業務完了報告  

受託者は、業務完了報告書及び下記の書類を提出し、委員会事務局員の検査を受けること。 
（１）受託者が同席した訓練に関する打ち合わせの議事録 
（２）完成図面の電子データ一式 
 
７ 留意事項     

本仕様書に記載なき事項については、委員会事務局員と協議して定めるものとする。 
図面等については、打ち合わせ内容により増減する場合があることに留意すること。 
作成した図面及び資料についての著作権及び二次的著作物利用権は、委員会事務局に帰属す 
るものとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



別図１ 

和歌山会場① 
（模擬列車車両） 

 
 

工作物イメージ 
 

 
 
 

工作物設置イメージ 

 



 
別図２ 

和歌山会場② 
（模擬建物） 

 
       正面図                      背面図 

 

 
 

横面図 

 
 

 
A（３．６M）×B（３．６M）を１０棟 
 
A（５．４M）×B（５．４M）を１０棟 

 
 
 
 
 
 



別図３ 

海南会場① 
（中高層建物） 
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B 面図 

 
 

 
 
 
 
 



１F 平面図 

 
内部加工用として コンパネ  １．８ｍ×０．９ｍ  ５枚 

                ０．９ｍ×０．９ｍ  ５枚 
浅木    長さ４ｍ      ２０本 

を準備すること。 
上記内部加工用の物品を搬入できるよう２ｍ間隔に天井を開閉出来るつくりにすること。 

 
ＣＢ板の転倒防止例 
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２F 平面図 
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２F 降下位置図 

 
 
 
 
 
 

 



木製ドア 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３Ｆ平面図 
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ＣＢ板 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４Ｆ平面図 
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ＲＦ平面図 
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別図４ 

海南会場② 
（木造建物） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ａ建物図 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ｂ建物図 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ｃ建物図 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ｄ建物図 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



Ｅ建物図 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



別図５ 

海南会場③ 
（橋梁） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



橋梁Ａ部分 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



橋梁Ｂ部分 

 
 

 
 

 
 

 

②



橋梁Ｃ部分 
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